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K21a 超新星残骸W49Bからの異常に強い鉄の再結合構造の発見とその空間分布
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W49Bは年齢数千年、距離約 11kpcに位置する系内の超新星残骸 (SNR)であり、過去のＸ線観測から Si、S、
Ar、Ca、Feなどの重元素からの高階電離輝線が検出されている。「あすか」の観測からはこの高温プラズマが、
イオン化度合いを表す”電離温度” が電子の熱エネルギーを表す”電子温度”よりも高い「過電離状態」にあること
が報告された (Kawasaki et al. 2005)。
我々はX線衛星「すざく」を用いてW49Bを総計 100ksec観測した。この結果、水素状まで電離した鉄からの

異常に強い放射再結合連続線、及び再結合に伴うカスケード輝線の検出に成功した（Ozawa et al. 2009）。この
ような強い鉄の再結合構造が SNRから観測されたのは初めてのことであり、超新星爆発から残骸への進化過程に
新たな問いを投げかける発見となった。我々は残骸全体からのスペクトル解析で、電子温度 1.5 keVに対し電離
温度 2.7 keVと非常に高い過電離状態にあることを決定付けた。更に、再結合成分と熱的成分の電子温度、及び
Volume emission measureが同程度であることから、両成分は同一のプラズマ起源であることを明らかにした。
しかし再結合プラズマがどのように形成されたかはまだ謎に包まれている。この起源に迫るために我々はW49B

の空間分割解析を行った。結果、残骸の東西で有意に温度差があることが分かった。東部では電子温度 1.6keV, 電
離温度 2.6keVに対し、西部では電子温度 1.4keV、電離温度 3.0keVであった。西部の方が極端な過電離かつ再結
合状態にあるという傾向はカウントマップ解析でも裏付けられた。本講演ではこれらの結果をふまえW49Bの再
結合プラズマの起源について議論する。


